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1. はじめに

本ワードテンプレートは，電子情報通信学会技術研究報告のためのテンプレートをもとにして，Subspace2008予稿集向けに修正を加えたものです．原稿の体裁は電子情報通信学会技術研究報告に準じます．詳細の執筆要領については，電子情報通信学会技術研究報告執筆要領(電子情報通信学会Webページなど)をご参照ください．

2. 原稿の書き方

使用言語は，日本語または英語です．原稿の長さは最大6ページとなります．原稿の１ページ目上部には，一段組みでタイトル部を記述して下さい．タイトル部には，タイトル，発表者氏名，勤務先，Email，あらまし(和文300字程度，英文100語程度)，キーワード(６個程度)を，それぞれ和文と英文で記述してください．なお，本文が英文の場合は，タイトル部も英文のみで構いません．

１ページ目の全てをタイトル部にする必要はありません．本文は，タイトル部に続けてそのまま２段組みでお書き下さい．
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